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『狩猟事典』にみる
近世フランスの狩猟制度
阿 河 雄二郎
1 近世フランスの狩猟
狩猟は人類の歴史とともに始まった普遍的な生業である。農耕段階に入って
も，人々は農業生産による収穫の不足分を狩猟でえられる動物の肉で補ってい
た。しかし，農耕社会が本格化するにつれて，動物の家畜化の一方で，狩猟自
体は徐々に意味を失い，あまり顧みられなくなった。現在では，狩人という職
種を除いて，狩猟は一部の人々の娯楽やスポーツの対象となっている。この点
では，すでに古代ギリシャのクセノフォンが『狩猟について』のなかで，身体
を鍛えて戦争の訓練をすること，市民生活のモラルを実体験することに狩猟の
意義を見出しているところから（1），文明社会では，狩猟は早い段階で周辺化
され，ある一定の身分や階級の独占物になったと考えられる。本来，人々の生
活手段であった狩猟は，時間の経過とともに，食糧の充足とは異なる，より洗
練され，特別なルールをもった技芸となったのである。
それでは，近世フランスの狩猟史をどのように捉えればよいのだろうか。一
般に，近世フランスでは，狩猟権が貴族など特権階級に限定され，煌びやかな
「国王の狩猟」を頂点に，狩猟制度が全盛期を迎えたといわれる（2）。その詳細
は省略するが，フランスの狩猟は全ヨーロッパの宮廷でモデル化され，模倣さ
れた。多くの国王が狩猟を愛好したが，16世紀では，フランソワ 1世，アン
リ 4世がとくに狩猟家として知られ，シャルル 9世は『猟犬狩』を口述し
た（3）。17−18世紀では，ルイ 14世が 1週間に 2度，ルイ 15世とルイ 16世
１３６
が 1週間に 3度の頻度で狩猟をおこなっている（4）。
「国王の狩猟」が整備されるなか，猟犬狩（vénerie）と鷹狩（fauconnerie）
の技術が大いに進捗した。宮廷では，常時 1,000人を超える狩猟役人が設置さ
れ，「国王の狩猟」の実務を担った（5）。こうした狩猟制度を支えるため，16世
紀以降，狩猟法が何度も制定されているが，なかでも宰相コルベールは 1669
年に河川・森林王令に続いて狩猟法を定めた（6）。そこでは，狩猟対象の動物，
狩猟の期間・場所，狩猟権の所持者，狩猟にまつわる監察・処罰など，狩猟の
ルールが体系的に整理されている。
とはいえ，狩猟法はあくまでタテマエであって，当時の狩猟の実態を必ずし
も反映しているわけではない。そこで，本稿では，近世フランスの狩猟研究の
序論として，当時の史料をもとに狩猟のアウトラインを押さえることを目的と
したい。本稿で利用する史料は，フランス革命の直前に書かれたジャン・アン
リケ『狩猟事典』（1784年）である（7）。本書執筆の時点で，アンリケはパリ
高等法院の弁護士で，パリ西南方のシャトーダン河川・森林監督局の代官を勤
めており，狩猟の法制に通じたスペシャリストだったと思われる。事実，本書
に先立って，かれは『狩猟法に関する判例の一般的原理』（1775年）を刊行し
ていた。本書が狩猟で名高いシャンティイ城の持主コンデ親王に献呈されてい
るのも，アンリケが狩猟家の世界で高い評価をえていたことを示唆している
［DRDC, v］。
2 狩猟権をめぐる議論
さて，「序論」によれば，『狩猟事典』執筆の動機は大きく二つある。第一
は，近年，狩猟に関する訴訟が頻発し，社会の対立や混乱の原因となっている
のは，狩猟法が一般によく知られていないからであり，そうした無用の争いを
避けるため，狩猟に関する王令や判例を具体的にあげて，狩猟の問題をわかり
やすく解説することの必要性が指摘されている［DRDC, viii−ix］。この点で，
アルファベット順に 154項目を並べた本書は，狩猟の要諦を簡潔に示した入
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門書，あるいは便利帳の役目を果すものである。第二は，そうした体裁を取り
ながらも，本書には狩猟の理論的な問題がいくつか取り上げられていること
で，そこに，改めて持論を披瀝しようとするアンリケのぺダンティックな態度
が浮かび上がってくる。そのうち，以下では，狩猟権をめぐる議論を中心に紹
介しておきたい。
「序論」の冒頭において，アンリケは狩猟が太古の昔から主権者（国王）の
独占的な権利（droit domanial）であったと主張している［DRDC, 3, 25］。
この点では，狩猟権を王権から派生した権利とみるか，獲物の生息する土地に
基づいた権利とみるかで論争があった。大韵みにいって，前者は中央集権（絶
対王政）論者，後者は地方分権（封建法）論者である。前者に立脚するアンリ
ケにとって，そもそも狩猟権は「王領（domaine royal）」に由来する権利で
あって，国王が臣民に付与する「恩恵＝特権」のひとつにほかならない。した
がって，国王から認められた者だけが狩猟権を所持するのである［DRDC,
3］。古代・中世に狩猟権が明文化されていないのは，その必要がないほどに
自明だったからで，ようやく 1396年 1月に至って，貴族でない者の狩猟を禁
じたシャルル 6世の王令が布告された［DRDC, 8−9］。それ以後，16−17世紀
にかけて，狩猟法は王権による独占支配の色彩を強め，狩猟権の制限をはじ
め，狩猟行政の変革，国王専用の狩場の設定，法令違反者への厳罰が明確にな
った。
狩猟権が「王領」に根ざしているという理解は，狩猟権の権利関係を著しく
不安定にした。というのも，「王領」という概念は，とくに 16世紀以降，盛
んに論じられるようになった「不割譲性（inaliénabilité）」と「無時効性（im-
prescriptibilité）」という特殊な性格のゆえに，「王領」を所管する国王が臣民
に付与した狩猟権をいつでも手元に「取り戻す」ことを可能にしたからであ
る。元来，この議論は，国王の恣意権を戒め，「国王は自己の収入で生計を賄
うべし」という中世の法諺を踏襲したものであるが，近世には王権の拡大を正
当化する論拠となったのである。
アンリケが狩猟権を認めたのは，「上級裁判権をもつ領主（seigneur haut-
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justicier）」と「封土をもつ領主（seigneur de fief）」であった［DRDC, 10, 19
−20, 363−381］。「上級裁判権（haute justice）」と「封土（fief）」は，中世以
来，国王を取り巻く上級領主のもつ官職や所領を意味している。かれらは，こ
れらの権限を国王から直接与えられたので，王権を代行するかれらの権益に
は，当然，王権（＝王領）の一部である狩猟権が含まれるという論法である。
その場合，「王領の無時効性」の原則によって，狩猟権はそれを所持する臣民
の永続的・世襲的な権利（＝所有権）への転化を意味せず，いつでも国王側の
回収が留保された暫定的な権利（＝保有権）であるにすぎない。これに関し
て，筆者は近世フランスにおける王権の外国人の扱いを考察した際に，同じよ
うな議論に出会ったことがある（8）。また，「封土をもつ領主」が永続的な狩猟
権を認められたのに対して，「上級裁判権をもつ領主」のそれは，官職に在職
する一代限りの個人的な「名誉」による特権とされ，世襲は認められなかっ
た。
そうした議論をふまえて，「封土」をもたない人々は，たとえ貴族身分に属
していても，原理的に狩猟権から排除されたのである。「貴紳（gentils-
hommes）」の項目をみると，「貴紳」とは自己の有する高貴さ（noblesse）や
官職（charge）ではなく，祖先の血筋に由来する身分，すなわち「家門の貴
族（noble d’extraction）」であって，それ自体は狩猟権と何ら関わりをもたな
い［DRDC, 244−245］。アンリケからみて，「封土」をもたない貴族に狩猟権
が認められたのは，武器を携行する戦士階級としての「名誉」から派生したも
ので，国王から容認された「単なる特権」にすぎなかった［DRDC, 22］。
それでは，平民は狩猟権を有しないのであろうか。「平民（roturier）」の項
目には，「平民とは貴族でない者」と紋切り型の定義があり，とくに 1515年
王令以降，1600年，1601年王令などで平民の狩猟の禁止が明記されている
［DRDC, 357］。この法令に違反した平民は，初犯で 100リーヴル，再犯で倍
額の罰金が科された。王令によれば，平民が狩猟を禁じられる理由は，狩猟と
いう快楽に溺れて時間を浪費し，生業を軽んじ，ついには家の破滅を招くから
である［DRDC, 9, 117］。
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この点では，貴族以外の狩猟を否定した 1396年王令の精神が一貫して継承
されているとの印象を受ける。近世王権の課題のひとつは，農本主義的な見地
から，混乱した身分秩序の再編成にあった。アンリ 4世が定めた 1600年王令
はその典型で，王権による農民の保護と育成が提唱されている。もっとも，1396
年王令では，「貴族風に生活をする市民（bourgeois vivant noblement）」にも
狩猟権が認められた。それは，富裕な市民階層は，農民や商工業者とは異な
り，手仕事ではなく，土地・家屋収入（ラント）などで生計を賄う点で，貴族
に準じた身分とみなされたからである［DRDC, 74, 357］。中世末から近世に
かけて，こうした新興の市民階層から新貴族（anobli）が補充された事実はよ
く知られている（9）。
しかし，繰り返していうと，狩猟権をあくまで王権との関係で論じるアンリ
ケにとって，貴族と狩猟権とはまったく無縁だった。逆説的には，「上級裁判
権」や「封土」をもつ平民に狩猟権を認めた 1669年王令が，この論争に決着
をつける最終的な回答だったのである。アンリケの結論は以下のとおりであ
る。「したがって，ある個人が，封建的領主でも上級裁判権をもつ領主でもな
い土地に対しておこなってきた狩猟に長い時間を過ごしたとしても，これら二
つのどちらかの資格がなくては，自己の所有権をもとに権利（＝狩猟権）を主
張する根拠とすることはできない」［DRDC, 26］。威厳に充ち，時効にかから
ない「王領」は，個人的な「家産」とは異質な存在である。
以上，近世フランスの狩猟権は，王侯や貴族階級の独占物という一般に想起
されるイメージとは異なり，きわめて錯綜していた。貴族と平民の中間的な段
階にある富裕な市民階層は，王権との関係によっては狩猟権を享受しえたので
ある。そのほか，新たにフランス王国に編入された地方は王令の適用を免れて
いたし，山岳や森林を控えた村落の住民は，狼や熊などの害獣の駆除を口実に
武装し，狩猟を黙認されていた（10）。地域住民が当局から害獣の「狩り出し
（grande battue）」に動員されてもいる（11）。かくして，狩猟は狩猟法の枠組を
超えて，かなりの範囲にわたって実践されていたとみるべきだろう。
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3 狩猟のしくみ
それでは，近世の狩猟はどのような形でおこなわれていたのだろうか。この
問題を考察するには，狩猟関係の法令や判例集，狩猟論などの史料を総合的に
検討しなくてはならないが，その一端は『狩猟事典』でも窺い知ることができ
る。
まず狩猟の対象となる動物について，本書の「獲物（gibier）」の項目では，
「その肉を食するにおいしい」動物とあり，雄鹿，雌鹿，小鹿，ノロシカ，ダ
マシカ，猪が列挙されている［DRDC, 251］。当時の狩猟は野兎，狐，狼，熊
などをも対象としていたはずだが（12），本書では「狼狩」を除いて項目が立て
られていない。鳥猟についても，「禁じられた狩猟」「小鳥の狩猟」「獲物」
「鳥」などの項目に，狩猟対象となる鳥，鳥猟が認められる条件，鳥猟に用い
る網や罠について若干の記載があるが［DRDC, 133, 315−316］，人気があっ
た割には扱いが小さいように思われる。歴代の国王が愛好した鷹狩の項目がな
いのも気がかりで，18世紀の鷹狩の衰退が想起される（13）。鷹狩の一部は女性
用の狩猟ともみられていた。
結局，本書で扱われている狩猟の中心は鹿狩である。「鹿狩」の項目をみる
と，「鹿は森に棲むもっとも高貴」で，美しく，不可思議な動物であり，狩猟
の方法に情熱，知性，技量の粋が求められる点で，国王に取っておきの狩猟と
された［DRDC, 112−113］。換言すれば，鹿狩は知的で高尚な娯楽の極みだ
ったのである。そのため，専ら鹿狩を念頭においた国王の狩場がつくられ，国
王の楽しみを奪う可能性のある違反行為に対して厳罰が規定されるようになっ
た。1600年，1601年王令などでは，国王の許可のない鹿狩の禁止と，初犯の
場合にもっとも重い 250リーヴルの罰金が科されている［DRDC, 77］。悪質
な場合の罰金は 500リーヴルで，累犯の場合には死刑もありえた。フランス
のすべての鹿が国王の専有物であるという解釈を補強して，鹿は「ルーヴルの
狩場」に属しているとのフィクションもつくられた。
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本書は，主に狩猟権や狩猟の訴訟・処罰の問題を扱っているため，国王の狩
猟行政を担った「河川・森林監督局（Maîtrise）」や高等法院内に設置された
「河川・森林関係最高裁判所（Table de marbre）」にほとんど触れていない。
そのかわり，狩猟権の源泉が国王にあることを示す事項がいくつか登場する。
たとえば，「国王の快楽（plaisirs du roi）」という項目では，フランス語の複
数形の「快楽」が，「狩猟は国王の楽しみ」という意味を超えて，国王が狩猟
をする「特別の場所」の意味に変じている［DRDC, 331］。これが「国王の狩
場＝禁猟区（capitainerie royale）」と呼ばれるもので，この場所を舞台に
「国王の狩猟」が繰り広げられたのである。
16世紀前半にフランソワ 1世がフォンテーヌブローとシャンボールに設立
した「国王の狩場」は，ルイ 14世時代にはルーヴル，ブーローニュ，サン・
ジェルマン・アン・レ，ヴァンセンヌ，モンソー，コンピエーニュ，ブロワな
ど十数カ所に膨れあがった［DRDC, 90］。それらは，国王が頻繁に往来する
イル・ド・フランス地方やロワール川中流域に集中している。ルイ 13世が設
立したヴェルサイユの狩場は，「国王の狩猟」の起点となる「ルーヴルの狩場」
に所属した。オルレアン公やコンデ親王などの王族にも「特別の狩場
（capitainerie simple ou ordinaire）」が下賜されたので［DRDC, 91］，財政
が逼迫したルイ 14世の晩年にはその縮小が急務となるほどだった。
ところで，「国王の狩場」とは，国王が狩猟用に建築・改築した城館とそれ
を取り囲む付属地のことで，河川・森林であれ，村落であれ，そこに含まれる
広大な地域は国王の特別な支配領域とみなされた［DRDC, 86］。そこには，
河川・森林監督局とは別に，国王直轄の狩猟監督官が配置された。この地域内
では，鹿狩はもちろん，小さな獲物の狩猟は全面禁止で，国王の許可のない狩
猟も認められなかった。狩猟権の所持者が「国王の狩場」の近辺で狩猟をする
場合には，少なくともそこから 1リュー（約 4.5キロメートル）離れること
が，渡り鳥，ノロシカ，猪などの狩猟の場合には，3リュー離れることが必要
とされた。違反者は初犯で 200リーヴル，再犯で倍額の罰金刑となる
［DRDC, 76, 95, 332］。
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「国王の狩場」に指定された区域内では，たとえ個人の所有地であっても，
その上に国王の領有権が覆いかぶさってくるので，住民は当局の許可なく自己
の所有地に土地改良を加えたり，狩場・囲い地・菜園をつくってはならない。
6月末の聖ヨハネの祝日以前に畑地・草地・森林で放牧や草刈りをしてもいけ
ない。違反者には，前述した場合と同じ 200リーヴルの罰金が科された
［DRDC, 92−95］。厳しい処罰は，「国王の狩場」を保護し，とりわけ獲物を繁
殖させて，安定的に狩猟をおこなうための措置である。
「国王の狩場」の重要性は，狩猟対象の獲物，狩猟の場所の選定に留まるも
のではない。そこでは，「国王の狩猟」の実務に携わる狩猟役人の役割や，獲
物を追跡し仕留める方法と技術も徐々に整備されていった。本書では，前者に
ついては，森林・狩猟関係の司法官や監督官以外に記述が少ないが，後者につ
いては，「角笛と猟犬の狩猟（chasse à cor et à cri）」「犬（chiens）」などの
項目に，主に鹿狩に用いられる猟犬への言及がある。実をいえば，古代ガリア
時代から受け継がれたといわれるこの猟犬狩こそ，猟犬係（piqueur,
veneur），猟犬の群れ（meute）の緊密な連携により成立する，近世フランス
でもっとも発展をとげた狩猟形態であった。
たとえば，「犬」の項目をみると，猟犬狩に用いられる猟犬には 3種類があ
る［DRDC, 134−135］。地面に這いつくばって，獲物の所在を嗅ぎつける
「追い出し犬（chien couchant）」，逃げる獲物を追いかけ，追いつめる「追走
犬（chien courant）」，獲物を待ちうけ，獲物に最後の攻撃をしかける「グレ
ーハウンド犬（lévrier）＝闘争犬（chien de combat）」である。これらの猟犬
を巧みに組み合わせた猟犬狩は，まさしく合理的で機能的な技芸の結晶であっ
た。当時の著名な狩猟書であるデュ・フイユーの『猟犬狩』（1561年）も，シ
ャルル 9世の『猟犬狩』（1625年）も，記述の多くが猟犬の育成と，負傷な
いし病気に罹った猟犬の治療に費やされている（14）。狩猟のそれぞれの役割に
みあった猟犬をえるため，狩猟家のあいだでは，猟犬の交配，猟犬の飼育・訓
練の仕方が盛んに論じられた（15）。もっとも，「追い出し犬」は嗅覚が鋭く，獲
物をすぐさま嗅ぎ出してしまうため［DRDC, 135］，16−17世紀の王令で禁じ
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られるようになったのは興味深い事実である。「追い出し犬」の使用は，娯楽
としての狩猟の面白さを損ない，獲物の絶滅を招く恐れが懸念されたのであ
る。「追い出し犬」の替わりは，ブラッドハウンド犬（limier）がつとめた。
「追い出し犬」以外にも，必要以上に獲物を狩り出す動物の保有は，繊細な
狩猟制度を台無しにする危険性があったので，当局はそうした動物の動向に細
心の注意を払っていた。たとえば，1515年以降の王令をみると，狩猟権をも
たない人々が犬を連れまわすこと，野兎狩用のケナガイタチ（furet），グレー
ハウンド犬，猟具（engin）を許可なく所持することを 100リーヴルの罰金刑
で禁じている［DRDC, 137−138］。農村部でも，自宅で飼う番犬（mâtin）を
無闇に野原や森に放ってはならないとされた。個人の密猟が警戒されたのであ
る。規制は羊飼いがもつ番犬にまで及んだ。アンリケは，人々が安易な狩猟に
流れて身をもち崩さないよう，その芽を早めに摘み取るのが立法者の務めであ
ると力説している［DRDC, 137］。
そのほか，狩猟用の罠や網に関する禁令が多いのは，狩猟対象の動物を保護
し繁殖させること以外に，より根源的に，罠や網を用いる通俗的な狩猟への批
判や蔑視がある。狩猟家にとって，狩猟とは，狡猾さや卑怯な態度が微塵もあ
ってはならず，勇敢で高邁な貴紳と獰猛で敏捷な野生動物とが真正面からぶつ
かる真剣勝負だったのである。こうした高度にソフィスティケートされた狩猟
制度を支えるには，公平で，禁欲的なまでに厳格なルールが必要であり，その
副産物として，狩猟は動物の生態系や自然環境をも視野に入れた奥行の深い技
芸となったのである。
4 狩猟法違反と密猟
中近世のフランスでは何度か狩猟法が制定された。本書の「大王令（ordon-
nances）」の項目では，1315年のフィリップ 5世から 1669年のルイ 14世ま
で 16の王令を数えている［DRDC, 317−318］。そのうち，本書で重視されて
いるのは，1515年，1533年，1600年，1601年，1669年の各王令で，狩猟
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のしくみと狩猟法が相補的に進展していたことがわかる。本節で考察する狩猟
法違反と密猟の問題は，前述した狩猟のしくみの裏返しであり，いわばその陰
画（ネガ）となっている。
狩猟法違反は多岐にわたっているが，すでに指摘した狩猟権やその所持者の
問題を除いて，いくつかの観点から整理できる。
第一に注目されるのは，16世紀に「国王の狩場」が成立する前後から，「国
王の狩猟」に付随する罰則が一段と厳しくなったことである。「国王の狩場」
に入るだけで 200リーヴル，国王が独占する鹿狩への違反行為には 250リー
ヴルの罰金が科された。猪，ノロシカに対しては半分の 125リーヴルである
［DRDC, 116］。一般に，単なる狩猟法違反の初犯の罰金が 100リーヴルなの
で，国王に対する犯罪の処罰がいかに厳しいかがわかる。1515年に定められ
た累犯者の死刑については，ようやく 1669年王令が，国王の恩恵を強調しつ
つ，狩猟法違反という微罪での死刑を廃止した［DRDC, 12, 17−18］。
第二に，それと平行して興味深いのは狩猟用の武器である。「禁じられた武
器」の項目によれば，1669年王令では，銃床や銃身をもつ火器（＝火力の強
い鉄砲），仕込み銃の使用が禁じられた［DRDC, 55, 333−334］。初犯では武
器の没収と 100リーヴルの罰金，再犯では体刑が科される。武器を製造した
人も同罪である。その理由は，火器が火災や人身事故の原因となりやすく，密
猟者が火器を所持するケースが目立つからである。狩猟用に認められた武器は
火力の弱い小銃，短筒，ピストル，鞍筒，剣，狩猟用ナイフで［DRDC,
57］，旅行の際には，護身用の武器の携行も認められた。次に，夜間に灯をと
もす狩猟，夜間に火器を携行する狩猟も禁じられた。そうした狩猟は，動物の
安眠を妨げ，動物の乱獲をもたらすばかりでなく，「武器の携行」という治安
上の問題にも抵触し，「国王専決事項（cas royaux）」の対象となったのである
［DRDC, 55−56, 334］。
本書では詳しく触れられていないが，狩猟で禁じられた銃器の所持をもって
死刑を規定したのは 1603年 8月王令であった。平民は初犯でただちに死刑，
貴族は初犯で武器の没収と 15日の投獄，再犯で死刑となる［DRDC, 17］。そ
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こには，宗教戦争が終わった直後，秩序の不安定を懸念する王権側の過敏な対
応ぶりが窺われる。王権は，武器の携行を一部の特権階級に限定することで都
市や村落の武装解除を試み，その物理的な抵抗力を奪おうとしたのであろう。
しかし，都市など共同体の側は，地域防衛や狩猟など生業の継続を口実に，銃
器を含む武装をそのまま温存しようとした。貴族側の反発も強く，1604年 3
月王令では貴族の死刑条項が削除されている［DRDC, 17］。その後，王権に
よる共同体の武装解除は緩慢にしか進まなかったが，火器所持者の死刑を免じ
た 1669年王令までにその目的はほぼ達成されたと考えられる。国王の軍事力
が大幅に増強されたのである。なお，この問題については，パリ市民の武装解
除を対象とした高澤紀恵氏の精密な論考がある（16）。
第三に注目されるのが，密猟の問題である。本書の「密猟者（bracon-
nier）」の項目をみると，密猟者とは，隠れて狩猟をする人，待ち伏せたり，
禁じられた罠や網（lac, bricole）を用いて狩猟する人のことである［DRDC,
75］。夜間に狩猟をおこなう人も密猟者のカテゴリに入る。一般には，密猟者
はマスクで変装し，夜間に禁じられた火器を所持して徘徊するというイメージ
が定着していた。これらの犯罪行為に対して，初犯で 100リーヴルの罰金が
科された。本書はこの問題に多くのスペースを割いており，密猟への対応がア
ンリケの大きな関心事だったことがわかる。
17世紀後半の著名なフュルティエール『フランス語辞典』には「密猟者」
の項目がなく，「ブラック（braque, brac）」の項目に「狩猟犬の一種で，探索
が巧みで，嗅覚が優れている」とのみ記されている（17）。「ブラック」とは前述
した「追い出し犬」のことである。したがって，語源的にみると，密猟者とは
ブラック犬を用いる人，つまり，人目を憚り，禁じられた「追い出し犬」を使
って狩猟する人の意味であり，17世紀末には定着した語彙でなかったにせよ，
18世紀に入ると一般的な用語となった。18世紀後半には，狩猟法のエキスパ
ートを自負するアンリケにとって，密猟者の横行は黙視しえない状況になって
いたのであろう。その頃，秘めやかな密猟の世界を密猟者の側から暴露するピ
カレスク作品『露見した密猟の術策（Ruses du braconnage mises à décou-
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vert）』（ラブリュイエール作，1771年）が刊行された（18）。
「獲物」「獲物の売買」などの項目では，密猟防止策が列挙されている。その
ひとつの手段は，居酒屋，焼肉屋，菓子屋，豚肉屋など獲物を扱う店舗が，獲
物の出所をよく確かめ，野兎，ヤマウズラ，アオサギなど季節に応じた獲物を
無闇に購入しないことである［DRDC, 411］。密猟者から故意に購入した場
合，密猟者と同じ処罰が適用された。国王の動物とされる鹿肉の売買は 250
リーヴル，猪肉の売買は 125リーヴルの罰金となっている。また，良質な食
肉を管理・監督する責任がそれぞれの組合に命じられた。食肉の売買は基本的
に公設市場に限定され，パリの場合，夏は午前 8時（冬は午前 9時）以前の
売買が非合法取引として禁じられている［DRDC, 412］。
もっとも，国王のお膝元のパリでさえ密猟行為があとを絶たないのは，アン
リケによれば，密猟が「儲かる商売」だったからである。こうした認識の信憑
性は今後の研究課題として，ここでは，密猟者のなかに，貧しい人々と並ん
で，貴族や市民が多く存在したことを指摘しておきたい（19）。中小の貴族は余
分にとれた獲物を市場に横流ししていた。パリ市民も自己の所有地でとれた獲
物を自己の食用としてパリ市内に自由に持ち込んでいたのである［DRDC,
255−256］。これらが密猟の温床となっていたのは想像に難くないが，そもそ
も取引される獲物を合法・非合法に区別すること自体困難だった。密猟で処罰
されたのは運の悪い人で，犯罪者全体のごく一部にすぎなかったとみられる。
密猟の背景には，おそらく獲物の商品化という市場経済の進展があるのだろ
う。ともあれ，密猟は根の深い問題なので，当時の食糧状況のなかでトータル
に検討する必要がある。
最後に，当時の狩猟が動物の生態系や自然環境の維持・保存に配慮していた
かの問題は，今日でも議論が分かれるところだが（20），少なくとも結果論的に
はある程度の顧慮がなされ，一定の成果があったと思われる。ちなみに，節目
となる 1515年，1669年の狩猟法は，その前後に大規模な森林改革を企画し
た河川・森林王令との関連で制定されており（21），当然，河川・森林の保護と
獲物の繁殖とは相関関係にある。「狩猟を禁じられる期間」という項目によれ
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ば，狩猟に禁止期間を設けるのは，自然の生産活動を促し，獲物のリサイクル
を保つためであると積極的に論じている［DRDC, 398］。
それとの関連でいえば，快楽を追求する狩猟は，人々の仕事や生業を妨害し
てはならない掟だった。そのため，農村部では，狩猟家は作付した畑や菜園に
入ってはならない。「種子を蒔いた畑」の項目をみると，狩猟権の所持者とい
えども，茎が出る状態になった穀物畑，5月 1日から収穫までのブドウ畑を踏
み荒らした場合，狩猟権の餝奪と 500リーヴルの罰金が科された［DRDC,
399］。農産物の損害賠償の責任も回避できない。犬を畑に入れるだけで犯罪
になる，犬の足跡が畑に残っていても犯罪の立証になる，という記述からは
［DRDC, 400］，当時の猟犬を伴った狩猟が農村部に与えた甚大な被害が想起
されるが，それと同時に，狩猟法の違反行為も処罰されたことを物語ってい
る。鳥猟についても，狩猟期間は厳密に定められており（一般に冬場），鳥の
卵や巣を取ること，交尾期に入った鳥を殺すことが禁止され，狩場を河川や沼
地に限定する試みがなされた。近世の狩猟は，獲物の繁殖という目的からでは
あれ，自然環境の保全に一定の貢献をしていたのである。
5 狩猟の理念と現実
フュルティエール『フランス語辞典』は，狩猟を次のように定義している。
「狩猟とは，獲物を追跡すること。《大きな音をたてる狩猟》や《角笛と猟犬の
狩猟》は，大領主が追走犬や猟犬係を伴っておこなう狩猟である。猪狩，鹿
狩，小さな獲物狩がある。1669年王令により，市民，平民，農民には，場所，
手段，獲物の種類の如何にかかわらず，狩猟が禁止された。違反は 100リー
ヴルの罰金である・・・・」（22）。この記述からは，当時の狩猟が「国王の狩
猟」を典型とする猟犬狩をイメージしていたことがわかる。
一方，『狩猟事典』と同じ頃に出版された，「王領」のプラティックな解説書
である『王領と王領の法についての理論的辞典』（1775年）にも「狩猟」の項
目がある。しかし，そこには，「狩猟は領主的，名誉的な権利である。1515年
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のフランソワ 1世とそれ以降の王令によって，どのような資格や身分であれ，
国王の許可なく，国王の森林，灌木林，禁猟区で狩猟することは禁じられた。
・・・・」とあるばかりで（23），説明は短く，狩猟法の経緯や内容がまったく
閑却されている。この辞書をみる限り，「王領」のなかで一定の意義をもって
いたはずの狩猟は，フランス革命の前夜に重要性を失っていたという印象を受
ける。
本稿は，アンリケ『狩猟事典』をもとに近世フランスの狩猟制度を概観して
きた。そして，この時期の特色として，快楽（娯楽）としての狩猟理念が確立
し，「国王の狩猟」を頂点とする狩猟制度が全開したこと，狩猟法が系統的に
制定され，狩猟権が厳密になったこと，狩猟を成立させるための諸条件が整備
されたこと，などを確認した。けれども，「国王の狩猟」から「密猟」に至る
まで，当時の狩猟はきわめて多様であって，その実態を辞書類から浮き彫りに
するには限界がある。狩猟権の問題ひとつを取り上げても，それほど単純では
ないのである。
また，本稿では主に猟犬狩を対象としたが，その当時，猟犬狩と人気を二分
していたのは鷹狩であった。ルイ 13世は鷹狩の技能に並外れて優れ，当時最
高の鷹遣いで有名なアルキュシアとも親交を結んでいた（24）。鷹狩はどのよう
に組織され展開したのだろうか。鷹狩も猟犬狩と同じく，高貴で典雅な精神に
満ちたものだったのだろうか。さらに，国王や大貴族を除けば，大勢の猟犬や
狩猟係を率いる狩猟は稀で，小規模な狩猟が一般的だったはずである。鹿狩や
猪狩から程遠い世界で，野兎や狐を専門に追いかけていたといわれる中小の貴
族の「名誉」とはどの程度のものだったのだろうか。
狩猟対象の獲物という観点では，狩猟は「大きな獲物（gros gibier）」と
「小さな獲物（menu gibier）」，あるいは「鹿＝黄褐色の動物（bête fauve）」
と「猪＝黒い動物（bête noire）」に区別され，それぞれ前者が高く評価され
た（25）。獲物が野生か家畜かも重要な指標であり，野兎（lièvre）が評価され
る一方，家畜とみなされた家兎（lapin）は狩猟の部類に入らなかった。家畜
に限らず，食肉用として飼育される獲物は，利益（profit）や料理（cuisine）
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の対象であって，崇高な狩猟の目的にそぐわないとされたのである（26）。それ
でも，アンリケが密猟に頭を悩ませていた 18世紀後半という時点では，その
ような狩猟の理念や獲物の区別がまかり通っていたとは思われない。
なお，家兎について付言すると，フランス革命期まで，主に家兎を飼育する
場所としての「囲い地＝領主の狩場（garenne）」の所有は，周知のように貴
族身分を象徴する領主特権であった。しかし，近世の狩猟法はこの「囲い地」
を領主の個人的所有地とみなし，これを掘割や垣根で閉ざすよう命じた
［DRDC, 224−225］。「囲い地」から出没する家兎が近くの農場の収穫物を食
い荒らす被害が続出し，農民側の抗議が当局に殺到していたからである。けれ
ども，領主（貴族）側にとって，「囲い地」を開放しておく権利は「鳩小屋」
「養魚池」と並ぶ領主特権であり，狩猟法に抵触してでも絶対に譲歩できない
性質のものであった（27）。「囲い地」が領主権と所有権のどちらのカテゴリに属
するかの論争は，きわめて近世的な性格をもっている。
こうしてみると，近世フランスにおける狩猟の問題は，政治権力から社会・
文化まで射程が広く，包括的に捉える必要がある。紙数も尽きたので，次回の
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